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図 . . 　フルアーチ：CAD/CAMフレームと歯冠および歯肉色材料との組み合わせ。一般的に歯冠部材料に人工歯またはハイ
ブリッドセラミックスを用いる際には、コバルトクロムまたはチタンのフレームを選択、セラミックスを用いる際にはジルコニ
アフレームを選択する場合が多い。コバルトクロムまたはチタンフレームにセラミックスを応用することも可能であるが、技工
操作上、特殊な応用となる。

図 . . 　フルアーチ：Cast（鋳造）フレームと歯冠および歯肉色材料との組み合わせ。通常、歯冠部に人工歯またはハイブリッ
ドセラミックスを用いる際には、コバルトクロムまたはパラのフレームを選択、セラミックスを用いる場合には焼付可能なプレ
シャス系金属を選択する場合が多い。しかしながらCast（鋳造）で製作するコバルトクロムフレームはCAD/CAMでインゴッ
トから製作するコバルトフレームとは物性が異なると考えられる点には検討が必要である。合わせて、セラミックスの焼付にも
配慮が必要となる。
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. . インプラント上部構造に特有の 
デザイン “Individual Crown”

　フレーム部分に歯冠または歯肉部材料を直接築盛ま

たは焼き付けることにより一体型とする通常の上部構

造とは異なり、フレームおよび歯肉部分を中間構造体

（Substructure）とし、歯冠部分を個別に製作する方法で

ある。これにより、歯冠部分をさまざまな材料を用いて

製作することができ、それぞれのマテリアルの利点をさ

らに活かすことができる（図 . . ）。
　また、歯冠部の製作においても、すべてを単冠処理に

する場合のみならず、意図する部位を連冠処理して製作

する場合や、一部のみを Individual タイプで製作するこ

とも可能であり、デザインおよび使用マテリアルはアイ

デア次第で多種多様のものとなる（図 . . ）。
　アクセスホールが審美的に問題となる場合であっても、

アクセスホールは中間構造体に含めることにより、その

上部は歯冠部分で被覆されることから、インプラント埋

入位置の制約を受けにくく審美的に上部構造を製作する

ことができる。

　また、上部構造にチッピングや破折などのトラブルが

生じた際にも、上部構造すべてを取り外す必要がなく、

必要な箇所のみの取り外しや、修理・再製作の対応が可

能となる（図 . . ）。
　Individual Crown による製作方法の場合、マテリア

ルそれぞれの利点を生かし、CAD/CAM技術を駆使する

と、図 . . のような審美的上部構造の製作も可能とな
る。中間構造体には、ジルコニアフレームを製作し歯肉

（ガム）部を築盛、歯冠部分にはすぐれた物性を備える歯

冠材料として現在用いられる 2ケイ酸リチウムガラスセ

ラミックブロックから削り出し製作したクラウンを装着

する。万一、歯冠部にトラブルが生じた場合には、該当

部分のデータさえあれば印象操作すらなく、しかも簡便

に対応も可能となる。

図 . . a～e　Individual Crown タ
イプによる上部構造。フレームおよび歯
肉部分を中間構造体とし、歯冠部分を個
別に製作。これによりそれぞれのマテリ
アルの利点をさらに活用できる。現在
では、シロナ社のセレックシステムの
使用により、満足度の高い Individual 
Crownを安価で精密に短時間で製作で
きるようになってきた。

図 . . a～c　歯冠部の様式は、目的に応じて多種多様なものとなる。
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図 . . a、b　 Individual Crown に
よってアクセスホールは審美的に被覆す
ることが可能である。

図 . . a～c　CAD/CAM技術を応用した Individual タイプの上部構造。歯冠部にトラブルが生じた際でも、同部の製作デー
タがあれば、印象操作も必要なく、簡便に新製が可能である。チタンプレートの歯冠部にワックスアップにより歯冠形態を製作。
これをスキャニングすることで安価なセラミック歯を製作できる。シロナ社のセレックシステムなどを使用することで、補綴物
装着後の破折、破損にも安心して対応できるようになった。

a b

a b c

　これら Individual Crown による上部構造の製作によ

るメリットは、先述した上部構造特有のトラブルといっ

たデメリットを大きくカバーするため、長期的観点から

見た場合、非常に有用な方法となる。

　一方、この方法には通常、歯冠部をサポートするため

の中間構造体、特にガム部分が必要となり、後述する設

計パターンによっては選択しがたい場合もある。また、

材料の選択によっては製作コストが高額になるケースも

ある。

. . 最強の上部構造材料は存在する
のか？

　上部構造にまつわるさまざまな材料がそれぞれの特徴

を備え、各社から供給されている。そのような中、上部

構造にとってもっとも望ましい材料は何か。多様な見

解はあるが、残念ながら誰もが認める最強の材料、Best 

Choice はないのが現状である。

　しかしながら、われわれ歯科医師は、患者にとって

Best Choice を提供する必要がある。よってわれわれは、

より望ましい材料が今後も開発・供給されることを期待

する一方で、つねに知識をアップデートし、エビデンス

に基づき、より良い材料を選択また組み合わせを検討、

それら材料の持つアドバンテージが最大限発揮できるよ

う上部構造を設計していくことが、長期的観点から見た

上部構造のために今後も求められる。
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